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Interview

修行で本来の自分を見つける
日蓮宗妙厳寺 野坂 法行 インタビュー・文=

DIALOGUE TEMPLE
編集長 池谷正明

僧侶インタビュー



主な取り組み

●年間管理費不要
●ペット埋葬可
　個別埋葬　18万円～
　合祀墓　　  3 万円～

樹木葬墓地「大多喜令和の杜」

大多喜令和の杜HP

　千葉県・大多喜町に「大多喜南無道場」とし
て知られる妙厳寺はある。山あいにあるお寺
で修行ができ、東京など市街地から参加する
子供たちから「山寺留学」と呼ばれている。そ
の住職であり、大多喜南無道場の道場主が今
回話を聞いた野坂法行（のさか ほうぎょう）
だ。自然のなかで生活しながら修行体験がで
きる山寺留学には数多くの子供たちが参加し、
30年以上続いている。その功績から2008年
には正力松太郎賞本賞を受賞した。大学卒業
後、自衛隊に入隊した経験を持つ野坂。その指
導は厳しいイメージがあったが、修行の内容は
お寺で生活をするシンプルなものだという。「仏
教を教え込んでもすぐには頭に入らないもの
で、お寺での生活を通して体得することで意識
が変わる。人は誰しも仏性があるからだ」と語
る野坂とは、いったいどんな僧侶なのだろうか。

・・・・・・・・・・

厳しい状況は、成長の糧になる

　妙厳寺の次男として生まれた野坂は、父か
ら仏教を教えられたことはなかったという。野
坂の母は2歳のときに亡くなり、継母から厳し
く育てられたそうだ。野坂は母の育て方に反発
したこともあったというが、人から後で聞いた
ところ、母は野坂が大人になったとき、「継母だ
から甘やかされて育った」と言われないように
あえて厳しく育てたそうだ。
　その後、住職替えで野坂の父は大田区池上
にあるお寺の住職になり、野坂は世田谷区の
お寺に小僧として入った。そこの住職が野坂
の正しい生活態度を見て、修行に入って間も
ない野坂を侍者（じしゃ。師僧の身の回りの世
話をする役）にしたそうだ。他のお寺の住職か
らも認められたことを振り返り、「母は大変厳し
かったですが、自分にとって厳しい状況は自分
を育ててくれることを学びました。世間が自分
に厳しくあたる、と人から相談されたときには、

その瞬間が自分を成長させてくれるときだと伝
えています」と、自らの体験を通じていまの生
活を自分がどう捉えるかが大切だと話してくれ
た。

お寺を開いて、仏教を体得する

　野坂はお寺で育ったものの、僧侶になると
は決めていなかった。しかし、大学2年生のと
きに紀野一義先生と出会ってから仏教の道に
進むことを決めたという。法華経や般若心経
の解説書の著者である紀野先生が講座で法華
経をわかりやすく教えてくれたおかげで、野坂
がこれまで抱いていた日本の仏教に対する疑
問が晴れたという。「仏教は難しい言葉を使っ
て、ほとんどの人が理解しているとは思えない
のに、日本では1200年以上も浸透し信じられ

てきたことが不思議でした」。しかし、紀野先
生から言葉の意味を教わってから仏教を知る
ことが楽しくなったという。「自分の人生をかけ
て、法華経が具体的に何を伝えているのかを
わかりやすく説き、人に安心（あんじん）を得て
いただくような活動をしたいと思いました」と
僧侶になった経緯を話してくれた。
　大学を卒業する頃、日米安全保障条約が自
動延長された。野坂は他国から侵略されても
自国を守るためにと2年間という期間を決め、
大学卒業後に自衛隊に入隊した。その後、池
上本門寺にある布教部に勤めることになる。
野坂は企業や青少年向けに研修会を運営する
業務にも携わった。その後、原宿の喫茶店で
辻説法を主催するプログラムに加わり、そこで
いろんな人と知り合うことができたという。
　多くの人に仏教に触れる機会を提供できる
ことにやり甲斐を感じていた反面、仏教の知識
を得てもそれを体得する機会が少ないと感じ
ていたという。「年齢を重ねていくと、仏教の教
えをただ聞くだけになってしまい、耳年増にな
りがちな人が増えていく傾向がありました。仏
教のありがたさを身を持って体験いただくこと
はできないかと考えていました」ともどかしさを
感じていた。そのとき、当時の妙厳寺の筆頭総
代から、妙厳寺の住職を継いでほしいと頼ま
れた。兄は父が住職として入った大田区のお
寺の住職を継いでいたので、野坂が妙厳寺の
住職に指名されたのだ。ちょうど野坂も仏法
を体得できる修行の場が必要だと感じていた。
法事をするだけではなく、修行を通じてお寺を
活性化しようと妙厳寺を継ぐことになる。野坂
が妙厳寺に戻ったのは38歳。住職を継いだ２
か月後には子供向けに修行を体験してもらう
山寺留学を開校。初回にも関わらず２０人ほど
の子どもたちが参加したという。

昔と変わらず、子どもたちに伝えていること

　山寺留学での修行はシンプルなもので、朝
の読経と境内掃除、家畜の世話や農作業をみ
んなで取り組む。子どもにとって普段の生活で

はできない貴重な体験ではあるが、これまでと
は全く違う環境に滅入ってしまい、最初は多く
の子どもが帰りたいと泣き顔で言ってくるとい
う。そこで野坂は子どもたちに一人ずつ、会話
していくそうだ。「いますぐ帰るのは難しいから、
ご飯食べてから考えよう」と話す。すると、食事
のあとにまた子どもがやってくる。それでも「夜
暗くなると物騒だから、一晩寝てから考えよう」
と話す。翌日、それでも帰りたいという子ども
にも「せっかく一日ここで過ごして、今から帰る
のはもったいないんじゃない？ご飯食べて、も
う一晩寝たら家に帰れるから、そうしたら山寺
で頑張ったよってお母さんに言えるよ」とやさ
しく諭すという。寂しい、楽しくない、寝苦し
いなど、不満を言いながら子どもたちは少しず
つ我慢をおぼえていく。野坂が心がけている
のは宗教者として子どもたちに教えるのではな
く、子どもたちに自分自身の意識の持ち方を教
えることだという。「日常と違う環境だからこそ、
いかに自分が意識を変えて合宿生活を過ごせ
るかが大切です。都会のお寺だと子どもですら
変に畏まってしまい、自己に対する意識が薄れ
てしまい、自分で考えることを放棄しがちにな
ります。大人も子どもも人から言われたことし
かやらない人は、その環境にずっと馴染めない
のがわかります」と、自然にあふれる山寺だか
らこそ気付ける価値があるという。
　修行は楽しいものばかりではなく、気をつけ
ていなければ時に農作業などで怪我をするこ
ともある。自分の身を自分で守るためにどうす
ればいいかを考えながら、合宿生活を過ごす。
合宿最終日に見せてくれる達成感にあふれた
子どもたちの笑顔が何より楽しみだと野坂はい
う。その後、参加した子どもたちの親から、片
付けや生活リズムなど、子供たちの行動と意
識が変わったと声が届くという。過去に参加し
た子どもたちが親になり、さらにその子どもた
ちが参加するほど回数を重ねてきたが、修行
の内容は昔と変わらないという。時代が変わ
り、生活様式が変わっても僧侶が実践する修
行の営み、その伝えたいことの本質は変わるこ
とはない。

自然のなかで、自分と向き合う

  野坂に人に仏教をわかりやすく伝えるにはど
うすればいいのかを聞いた。「相手が話を聞く
耳を持っているというタイミングが重要で、こ
ちらが一方的に伝えても頭に入ってこないもの
です。そのタイミングとは人が修行をするとき
やお寺に来たときで、仏教を理解してもらうた
めにはまずお題目を唱えてみましょうと話しま
す。仏教の知識だけ詰め込んでも、頭でっかち
になってしまうからです。お題目を唱えてみて
から、なんか読経って気持ちがいいと感じたと
きだからこそ仏教の言葉がスッと入ってくるは

ずです」
 仏教を伝えるために特別なことはしていない
という野坂。教えるというよりも「気付いてもら
う」という感覚だ。山寺留学を経験した子ども
たちはどのお寺でもまるで自分の家のように抵
抗なく入っていけるようになるという。人には
誰にも仏性があり、日常の生活のなかにも仏
教は身近にある。そのなかで生かされているこ
とに気付くという。常に何かを意識して自分を
繕ってしまう人にとって、修行は自分と向き合
うことの大切さに気付かされる機会になるだろ
う。妙厳寺に来れば、まだ見ぬ自分に気付くこ
ともできるかもしれない。

大多喜南無道場として知られる妙厳寺は自然豊かな山あいにある。
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上／毎日、朝6時と夕方6時に梵
鐘が鳴る
下／自然にあふれる山寺だから
こそ気付ける価値があるという
野坂住職


